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 9. 研究実績の概要 

      下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 

   交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

   だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 

     は記載しないこと。 

 研 究 初 年 度 、 初 期 映 画 か ら ハ リ ウ ッ ド 古 典 作 品 、 最 新 デ ジ タ ル 視 覚 効 果 を 多 用 し た 作 品 を 可 能 な

限 り 見 た 上 で 、進 め て い っ た 各 作 品 の 分 類・分 析 を も と に 、今 年 度 は 映 画 と 写 真 、絵 画 な ど 、そ の 他

の 表 象 芸 術 、映 画 誕 生 以 前 の 視 覚 装 置 な ど と の 関 連 性 を 探 求 し て い っ た 。映 画 以 前 の ス ペ ク タ ク ル で

あ っ た パ ノ ラ マ 、ジ オ ラ マ と 今 日 の 映 画 の ス ペ ク タ ク ル 性 の み に 注 目 し た 両 者 の 類 似 性 の 指 摘 は 、す

で に な さ れ て き た 。し か し 、パ リ 国 立 図 書 館 に て 、そ れ ら の 視 覚 装 置 が 公 開 さ れ た 当 時 の 文 献 資 料を

調 査 し た 結 果 、見 物 客 は 描 か れ た 光 景 に ま つ わ る 詳 細 な ス ト ー リ ー と 、目 線 を ガ イ ド す る 矢 印 が 記 さ

れ た パ ン フ レ ッ ト を 手 に し て い た こ と が 判 明 し た 。 つ ま り 最 新 デ ジ タ ル 映 像 を 駆 使 し た 映 画 作 品 が、

「 見 せ る こ と 」（ ス ペ ク タ ク ル 性 ）と「 物 語 る こ と 」（ ス ト ー リ ー 性 ）の 危 う い 均 衡 上 に 成 立 し て い

る よ う に 、映 画 以 前 の 視 覚 装 置 も「 見 せ る こ と 」だ け で 成 立 し て い た の で は な く 、物 語 性 に よ っ て 見

物 客 を イ リ ュ ー ジ ョ ン の 世 界 に 引 き 込 ん で い っ た こ と が 分 か る 。 ま た 米 映 画 研 究 者 Tom G un ni n gが 指

摘 す る 20世 紀 初 頭 、説 話 的 機 能 が 未 発 達 で 視 覚 的 に イ ン パ ク ト の 強 い ア ク シ ョ ン を 披 瀝 し た「 ア ト ラ

ク シ ョ ン の 映 画 」と 現 代 映 画 の 観 客 を 作 品 世 界 に 取 り 込 も う と す る ア プ ロ ー チ に は 、類 似 性 が 確 認 さ

れ た 。技 術 的 に「 新 し い 」イ メ ー ジ に よ る 映 画 作 品 と 、映 画 誕 生 以 前 の 視 覚 装 置 や 古 典 的 フ ィ ル ムの

間 に は 作 品 と 観 客 と の 関 係 に お い て 、 時 代 を 超 え た 共 通 点 が 見 出 さ れ る 。  

 現 在 最 も 身 近 な デ ジ タ ル 映 像 技 術 の ひ と つ で あ る 、携 帯 電 話 の ビ デ オ 機 能 に よ る 映 画 的 創 造 性 を探

る 試 み と し て 制 作 し た 、 115分 の 長 編 フ ィ ク シ ョ ン 作 品 『 SPYDER』 は 、 第 38回 ロ ッ テ ル ダ ム 国 際 映 画

祭 に 正 式 招 待 さ れ 、 映 画 の 新 た な あ り 方 と し て 評 価 さ れ た 。  

 ※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)

を添付すること。 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、 

  ＵＲＬを記載すること。 

http://repre.org/repre/vol8/meeting03/panel02.html 

 




